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■設計要旨
屋内外にカフェスペースを設け、屋外のオープンカフェは店舗利用者以外でも自由に使用できる公開スペースとした。
工場は一面が全面カーテンウォールであり、通りからは、楽し気にパンを作る様子が窺える。
建物から突き出た筒の一方は、店主の趣味である貴重な国産スポーツカーと家族用のミニバンを格納するガレージである。
もう一方の、敷地南東の角に向かってせり出した筒は、接する２つの通りに対してパン屋の存在をアピールし、通りを行く人々のアクセス性を良好にする。
毎日に必要なもの（例えばサンドイッチ、食パン）は店舗内に入らずに、この筒の先のデイリーカウンターで用を済ませることができる。
ガーデニングが趣味である店長夫人のための２つの花壇は、利用客や従業員にやすらぎを与え、向いの花屋とリンクして、まちに一体感と彩りを与える。
また、敷地北西部に設けた坪庭は、１階の店長夫妻の居住スペースを落ち着いた空間にする。

■建築概要
　構造　　　　ＲＣ壁式構造
　敷地面積　　３００．００㎡
　建築面積　　１７８．８５㎡
　延床面積　　２８７．３５㎡
　　　１Ｆ　　１７８．８５㎡
　　　２Ｆ　　１０８．５０㎡
　建ぺい率　　　５９．６１％
　容積率　　　　９５．７８％


